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In the earlier days of 20th century America progressive social reform movement 
raised high and a number of social reformers got involved in the endeavor of up-
lifting and including into school order so-called new immigrant kids in the scheme 
of education-welfare combination. Meanwhile this article inquired how the social 
reformers in those days conceived the Negro (black people) problem, especially 
that of school children, in northern large cities. In this view the 1915 report 
“Colored School Children in New York” was extremely important text because its 
publisher, Public Education Association of the city of New York (PEA), a citizen-
group of reformers interested in improving public education, was the frontrunner of 
education-welfare enterprise targeting the poor new immigrant children. In addition, 
PEA had just begun the visiting teacher project, which would make the foundation 
of school social work. 
     Formerly this report had often been criticized as discriminative because of 
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the phrase “child race” referring to black people. However, the report, mainly 
authored by Frances Blascoer, an woman social activist and formerly the first 
executive secretary of NAACP, surveyed in detail the black school children and 
their families living in three large black communities in New York City, and 
empirically showed for example that attendance rate of black school children was 
comparable to the average rate, not far below other groups as school authorities 
and principals expected. Rather, school problems of black kids such as truancy and 
poor scholarship were argued in relation to their home conditions and economic 
circumstances. It denied an easy “cultural” hypothesis that stresses their “mentality”. 
In general, Blascoer’s argument treated black people modestly, in contrast to the 
content that new immigrants should be quickly assimilated. She was respecting 
the black culture and expecting the intrinsic development of black community. Her 
solid insistence that mother be stayed home to care for kids, however, indicated the 
limitation of materialism in progressive social reformers in the early 20th century.
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した重要な動きがいくつかみられた。その一つがブッカー ･ Ｔ ･ ワシン
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特殊児童教育委員会が PEA に設置されたのは 1908 年度のことである。
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よる極めて熱心な要請
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A 級から４B 級まで 430 人の黒人生徒が在籍）と、134 丁目にあるセン
ト・マーク教区学校（150 人の黒人が在籍）の二つである 34）。これら
の黒人学校があるため、ダウンタウンの公立校には黒人生徒の比率が


































































89 番公立学校では、出欠取締官（attendance offi cer）に通告された件数は
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われた。調査対象となったのは公立小学校に通う 441 名の少年少女たち、
ウォルド―高校とその分校に通う 37 名の女子たち、デウィット・クリ
ントン高校に通う 15 名の男子たち、マンハッタン実業学校に通う 38 名











































































337 名の「正常 normal」な集団と 104 名の「異常 exceptional」な集団に
分類された 90）。後者の集団の内訳は、校長・教師から特に報告された
53 名に加え、怠学者 40 名、無学年学級に在籍する 11 名である 91）。
　最も明確な事実は、この二集団いずれにおいても年齢超過生徒が多い




　「正常」集団の 60.5％にあたる 204 名が留年を経験していた。これは
非常に大きな数である。その理由をさぐったが 147 名分しか分からな
かった。その 147 名のうち 98 名はニューヨーク市の学校にしか通った
ことがなかったが、49 名はニューヨーク市の他にどこか別の所の学校
にも通った経験があった。またこの 204 名のうちの４分の１は「人為的
な artifi cial 留年」であり、正常な年齢で進級していくことが可能なほど
長い期間、学校に在籍していなかったことが留年の理由だった。残りの
89 名が、標準年限で進級することができなかった「正真正銘の」留年
者の数であった 93）。この 89 名のうち、ニューヨーク市とそれ以外の学













ある 94）。他方ニューヨークの学校しか通ったことのない 57 名のうち成
績不良による留年者は 14 名（学業成績は全員Ｃであった）、病気による
1 学期かそれ以上の欠席によるのが 10 名、病気や家庭の貧困を理由と
する不安定出席が 11 名、年少のきょうだいの世話での頻繁な欠席が 10
名だった 95）。
　記録カードから抽出した成績分布も掲げられている。「正常」グルー
プでは学業Ａ評価が 18.9％、Ｂ評価が 57.5％、ＣとＤ評価が 23.6％、素
行のＡ評価が 47.6％、Ｂ評価が 42.6％、ＣとＤ評価が 9.8％だった。「異
常」グループでは学業Ａ評価が 4.4％、Ｂ評価が 52.7％、ＣとＤ評価が
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付けられた。両親揃った家庭に暮らす黒人学童は、「ノーマル」グルー


























































































高く、19 人が初等学校修了、ハイスクール在籍経験のある者が 6 人い
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利益にもつながっていると評価している。黒人教会の日曜学校など、長
く地域に根づいた機関のなかで培われた子どもと大人の信頼関係の有用
性を評価しているのである。こうした論調には、デュボイスやワシント
ンらが立場の違いを超えて共有していた、黒人自立の思想が流れ込んで
いるのかもしれない。
おわりに
　20 世紀初頭の米国においては、革新主義的社会改革の機運が高まる
なか、教育の分野でも南東欧からの新移民の子弟たちへの関心が高ま
り、教育と福祉の結合により学校内秩序に包摂していく取り組みが盛ん
だった。それに対して本稿の課題は、同時期に北部大都市にコミュニ
ティを形成しつつあった黒人に対して、教育に取り組む改革者がどのよ
うな認識のもと教育を構想したかにあった。後のスクールソーシャル
ワークの基礎となったビジティング・ティーチャー事業を立ち上げ、北
部大都市における移民子弟への取り組みの先頭に立っていたニューヨー
ク市公教育協会（PEA）が刊行した『ニューヨーク市における黒人学童』
は、その点で極めて興味深い資料であった。従来この報告書は文中で
黒人を「未熟な人種」と呼んだ部分が過度に強調され、差別的との否定
的評価が下されていた。だが全米黒人向上協会（NAACP）の初代事務
局長を務めた女性活動家フランシス・ブラスコアによって書かれた本報
告書は、市内の三ヵ所の黒人人口密集地帯の学童を対象とした包括的な
サーベイを行うことで、学校当局者の思い描く黒人学童問題と実態との
ギャップを明らかにし、冷静な対応を迫るものであった。たとえば黒人
学童には怠学や欠席者が多いという言説はこのサーベイによって覆され
た。むしろ欠席や低学力、問題行動を安易に文化やメンタリティの問題
に結びつけず、黒人家庭が置かれた社会経済的状況に結びつけて説明し
ようとするのが基本姿勢であった。報告書全体のトーンは、新移民に対
する同化主義的態度に比べてはるかに黒人問題に対して謙虚であり、黒
人文化に配慮し、黒人コミュニティの自生的発展をまちのぞむものだっ
た。ただ家庭に母親が不在であることを過度に問題視するスタンスは、
当時のマターナリズム的児童救済観の限界があらわれたものだった。
　このようにしてともかく黒人学童の問題に一歩を記した PEA やその
40
革新主義期改革者における「北部黒人問題」認識と教育
－ニューヨーク市公教育協会刊行『本市における黒人学童』(1915) 再論－
他の革新主義期に由来する進歩的教育者や改革者たちが、その後どのよ
うにアプローチを深め、ビジティング・ティーチャーを黒人地区に展開
させたり ADNS 事業などを進めたりしていったかについては、別稿で
さらに探求していくことにしたい。
